
(57)【要約】

【課題】ＲＧＢＷ類型の表示装置において画像の階調損

失を最小化して輝度及び画質を向上できるようにした液

晶表示装置の駆動装置及び駆動方法を提供する。

【解決手段】４色のサブピクセルからなる複数の単位ピ

クセルを有する液晶パネルと、前記各サブピクセルにビ

デオデータ信号を供給するデータドライバと、前記サブ

ピクセルにスキャンパルスを供給するゲートドライバと

、入力される３色ソースデータの階調差を用いてヒスト

グラム（Histogram）を生成し、該ヒストグラムから抽

出されるゲイン値によって３色ソースデータを４色デー

タでに変換して出力するデータ変換部と、前記データ変

換部からの前記４色データを前記データドライバに供給

するとともに、前記ゲートドライバ及び前記データドラ

イバを制御するタイミングコントローラと、を備える液

晶表示装置の駆動装置を提供する。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ４ 色 の サ ブ ピ ク セ ル か ら な る 複 数 の 単 位 ピ ク セ ル を 有 す る 液 晶 パ ネ ル と 、
　 前 記 各 サ ブ ピ ク セ ル に ビ デ オ デ ー タ 信 号 を 供 給 す る デ ー タ ド ラ イ バ と 、
　 前 記 サ ブ ピ ク セ ル に ス キ ャ ン パ ル ス を 供 給 す る ゲ ー ト ド ラ イ バ と 、
　 入 力 さ れ る ３ 色 ソ ー ス デ ー タ の 階 調 差 を 用 い て ヒ ス ト グ ラ ム （ Histogram） を 生 成 し 、
該 ヒ ス ト グ ラ ム か ら 抽 出 さ れ る ゲ イ ン 値 に よ っ て ３ 色 ソ ー ス デ ー タ を ４ 色 デ ー タ に 変 換 し
て 出 力 す る デ ー タ 変 換 部 と 、
　 前 記 デ ー タ 変 換 部 か ら の 前 記 ４ 色 デ ー タ を 前 記 デ ー タ ド ラ イ バ に 供 給 す る と と も に 、 前
記 ゲ ー ト ド ラ イ バ 及 び 前 記 デ ー タ ド ラ イ バ を 制 御 す る タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ と 、
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 、 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 デ ー タ 変 換 部 は 、 前 記 ヒ ス ト グ ラ ム と 使 用 者 に よ っ て 設 定 さ れ る 階 調 飽 和 設 定 値 を
用 い て 前 記 ゲ イ ン 値 を 生 成 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動
装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 階 調 飽 和 設 定 値 は 、 複 数 の 単 位 ピ ク セ ル の う ち 階 調 飽 和 が 発 生 す る ピ ク セ ル 数 で あ
る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 デ ー タ 変 換 部 は 、
　 前 記 ３ 色 ソ ー ス デ ー タ を ガ ン マ 補 正 し て 線 形 化 し た １ 次 ３ 色 デ ー タ を 生 成 す る 第 １ ガ ン
マ 補 正 部 と 、
　 前 記 １ 次 ３ 色 デ ー タ の 単 位 ピ ク セ ル 別 最 大 及 び 最 小 階 調 値 を 検 出 す る 階 調 検 出 部 と 、
　 前 記 最 大 及 び 最 小 階 調 値 の 階 調 差 を 用 い て 前 記 ヒ ス ト グ ラ ム を 生 成 す る ヒ ス ト グ ラ ム 生
成 部 と 、
　 前 記 ヒ ス ト グ ラ ム と 前 記 階 調 飽 和 設 定 値 を 用 い て 前 記 ゲ イ ン 値 を 抽 出 す る ゲ イ ン 値 抽 出
部 と 、
　 前 記 １ 次 ３ 色 デ ー タ 、 前 記 最 小 階 調 値 及 び 前 記 ゲ イ ン 値 を 用 い て 、 赤 色 、 緑 色 、 青 色 及
び 白 色 変 換 デ ー タ を 生 成 す る Ｒ Ｇ Ｂ Ｗ 生 成 部 と 、
　 前 記 Ｒ Ｇ Ｂ Ｗ 生 成 部 か ら の 赤 色 、 緑 色 、 青 色 及 び 白 色 変 換 デ ー タ を ガ ン マ 補 正 し て 前 記
４ 色 デ ー タ を 生 成 す る 第 ２ ガ ン マ 補 正 部 と 、
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 ヒ ス ト グ ラ ム 生 成 部 は 、
　 前 記 最 大 階 調 値 か ら 前 記 最 小 階 調 値 を 減 算 し て 前 記 最 大 及 び 最 小 階 調 値 の 階 調 差 を 生 成
す る 第 １ 減 算 部 と 、
　 前 記 第 １ 減 算 部 か ら の 前 記 最 大 及 び 最 小 階 調 値 の 階 調 差 に 対 応 す る 前 記 単 位 ピ ク セ ル 数
を 計 数 し て 階 調 差 別 ヒ ス ト グ ラ ム を 算 出 す る ヒ ス ト グ ラ ム 算 出 部 と 、
　 前 記 階 調 差 別 ヒ ス ト グ ラ ム を 累 積 し て 階 調 差 別 累 積 ヒ ス ト グ ラ ム を 算 出 す る ヒ ス ト グ ラ
ム 累 積 部 と 、
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 ヒ ス ト グ ラ ム 累 積 部 は 、 階 調 差 が 最 大 で あ る 前 記 階 調 差 別 ヒ ス ト グ ラ ム か ら 階 調 差
が 最 小 で あ る 前 記 階 調 差 別 ヒ ス ト グ ラ ム の 方 に 累 積 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ５ に 記
載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 ゲ イ ン 値 抽 出 部 は 、 前 記 階 調 差 別 累 積 ヒ ス ト グ ラ ム に お い て 前 記 階 調 飽 和 設 定 値 を
超 過 す る 時 点 で あ る 階 調 損 失 制 限 値 と 前 記 ソ ー ス デ ー タ の ビ ッ ト 数 に 対 応 す る 総 階 調 数 と
を 用 い て 前 記 ゲ イ ン 値 を 生 成 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆
動 装 置 。
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【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 ゲ イ ン 値 抽 出 部 は 、 前 記 階 調 損 失 制 限 値 に １ を 足 し 、 こ の 値 で 前 記 総 階 調 数 を 分 け
る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 Ｒ Ｇ Ｂ Ｗ 生 成 部 は 、
　 前 記 １ 次 ３ 色 デ ー タ か ら 前 記 最 小 階 調 値 を 減 算 し て ２ 次 ３ 色 デ ー タ を 生 成 す る 第 ２ 減 算
部 と 、
　 前 記 第 ２ 減 算 部 か ら の ２ 次 ３ 色 デ ー タ に 前 記 ゲ イ ン 値 を 乗 算 し て 前 記 赤 色 、 緑 色 及 び 青
色 変 換 デ ー タ を 生 成 し 、 前 記 最 小 階 調 値 に 前 記 ゲ イ ン 値 を 乗 算 し て 前 記 白 色 変 換 デ ー タ を
生 成 す る 乗 算 部 と 、
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 ４ 色 の サ ブ ピ ク セ ル か ら な る 複 数 の 単 位 ピ ク セ ル を 有 す る 液 晶 パ ネ ル の 駆 動 方 法 に お い
て 、
　 入 力 さ れ る ３ 色 ソ ー ス デ ー タ の 階 調 差 を 用 い て ヒ ス ト グ ラ ム を 生 成 し 、 該 ヒ ス ト グ ラ ム
か ら ゲ イ ン 値 を 抽 出 す る 第 １ 段 階 と 、
　 前 記 ゲ イ ン 値 を 用 い て 前 記 ３ 色 ソ ー ス デ ー タ を ４ 色 デ ー タ に 変 換 す る 第 ２ 段 階 と 、
　 前 記 ４ 色 デ ー タ を 前 記 ビ デ オ デ ー タ に 変 換 し て 前 記 単 位 ピ ク セ ル に 供 給 す る 第 ３ 段 階 と
、
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 、 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 ゲ イ ン 値 を 抽 出 す る 段 階 は 、 前 記 ヒ ス ト グ ラ ム と 使 用 者 に よ っ て 設 定 さ れ る 階 調 飽
和 設 定 値 に よ っ て 抽 出 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動
方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 階 調 飽 和 設 定 値 は 、 複 数 の 単 位 ピ ク セ ル の う ち 階 調 飽 和 が 発 生 す る ピ ク セ ル 数 で あ
る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 第 １ 段 階 は 、
　 前 記 ３ 色 ソ ー ス デ ー タ を ガ ン マ 補 正 し て 線 形 化 し た １ 次 ３ 色 デ ー タ を 生 成 す る 段 階 と 、
　 前 記 １ 次 ３ 色 デ ー タ の 単 位 ピ ク セ ル 別 最 大 及 び 最 小 階 調 値 を 検 出 す る 段 階 と 、
　 前 記 最 大 及 び 最 小 階 調 値 の 階 調 差 を 用 い て 前 記 ヒ ス ト グ ラ ム を 生 成 す る 段 階 と 、
　 前 記 ヒ ス ト グ ラ ム と 前 記 階 調 飽 和 設 定 値 を 用 い て 前 記 ゲ イ ン 値 を 抽 出 す る 段 階 と 、
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 ヒ ス ト グ ラ ム を 生 成 す る 段 階 は 、
　 前 記 最 大 階 調 値 か ら 前 記 最 小 階 調 値 を 減 算 し て 前 記 最 大 及 び 最 小 階 調 値 の 階 調 差 を 生 成
す る 段 階 と 、
　 前 記 最 大 及 び 最 小 階 調 値 の 階 調 差 に 対 応 す る 前 記 単 位 ピ ク セ ル 数 を 計 数 し て 階 調 差 別 ヒ
ス ト グ ラ ム を 算 出 す る 段 階 と 、
　 前 記 階 調 差 別 ヒ ス ト グ ラ ム を 累 積 し て 階 調 差 別 累 積 ヒ ス ト グ ラ ム を 算 出 す る 段 階 と 、
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 ヒ ス ト グ ラ ム 累 積 部 は 、 階 調 差 が 最 大 で あ る 前 記 階 調 差 別 ヒ ス ト グ ラ ム か ら 階 調 差
が 最 小 で あ る 前 記 階 調 差 別 ヒ ス ト グ ラ ム の 方 に 累 積 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ４ に
記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 ゲ イ ン 値 を 抽 出 す る 段 階 は 、 前 記 階 調 差 別 累 積 ヒ ス ト グ ラ ム に お い て 前 記 階 調 飽 和
設 定 値 を 超 過 す る 時 点 で あ る 階 調 損 失 制 限 値 と 前 記 ソ ー ス デ ー タ の ビ ッ ト 数 に 対 応 す る 総
階 調 数 と を 用 い て 前 記 ゲ イ ン 値 を 生 成 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 液 晶 表

10

20

30

40

50

(3) JP 2007-171907 A 2007.7.5



示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 ゲ イ ン 値 は 、 前 記 階 調 損 失 制 限 値 に １ を 足 し 、 こ の 値 で 前 記 総 階 調 数 を 分 け た 結 果
で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ６ に 記 載 に 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 第 ２ 段 階 は 、
　 前 記 １ 次 ３ 色 デ ー タ 、 前 記 最 小 階 調 値 及 び 前 記 ゲ イ ン 値 を 用 い て 赤 色 、 緑 色 、 青 色 及 び
白 色 変 換 デ ー タ を 生 成 す る 段 階 と 、
　 前 記 赤 色 、 緑 色 、 青 色 及 び 白 色 変 換 デ ー タ を ガ ン マ 補 正 し て 前 記 ４ 色 デ ー タ を 生 成 す る
段 階 と 、
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 赤 色 、 緑 色 、 青 色 及 び 白 色 変 換 デ ー タ を 生 成 す る 段 階 は 、
　 前 記 １ 次 ３ 色 デ ー タ か ら 前 記 最 小 階 調 値 を 減 算 し て ２ 次 ３ 色 デ ー タ を 生 成 す る 段 階 と 、
　 前 記 ２ 次 ３ 色 デ ー タ に 前 記 ゲ イ ン 値 を 乗 算 し て 前 記 赤 色 、 緑 色 及 び 青 色 変 換 デ ー タ を 生
成 す る 段 階 と 、
　 前 記 最 小 階 調 値 に 前 記 ゲ イ ン 値 を 乗 算 し て 前 記 白 色 変 換 デ ー タ を 生 成 す る 段 階 と 、
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 液 晶 表 示 装 置 に 係 り 、 特 に 、 Ｒ Ｇ Ｂ Ｗ 型 の 表 示 装 置 に お い て 画 像 の 階 調 損 失
を 最 小 化 し て 輝 度 及 び 画 質 を 向 上 で き る よ う に し た 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 装 置 及 び 駆 動 方 法
に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 来 、 陰 極 線 管 （ Cathode Ray Tube） の 短 所 と さ れ て い る 重 さ と 体 積 を 減 ら し う る 種 々
の 平 板 表 示 装 置 が 台 頭 し て き て い る 。 か か る 平 板 表 示 装 置 に は 、 液 晶 表 示 装 置 （ Liquid C
rystal Display)、 電 界 放 出 表 示 装 置 （ Field Emission Display） 、 プ ラ ズ マ 表 示 パ ネ ル
（ Plasma Display Panel） 及 び 発 光 表 示 装 置 （ Light Emitting Display） な ど が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 平 板 表 示 装 置 の 中 で も 液 晶 表 示 装 置 は 、 複 数 の デ ー タ ラ イ ン と 複 数 の ゲ ー ト ラ イ ン と に
よ っ て 定 義 さ れ る 領 域 に 複 数 の 液 晶 セ ル が 配 置 さ れ 、 各 液 晶 セ ル に ス イ ッ チ 素 子 で あ る 薄
膜 ト ラ ン ジ ス タ （ Ｔ Ｆ Ｔ ） が 形 成 さ れ た Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 と 、 カ ラ ー フ ィ ル タ が 形 成 さ れ た カ ラ
ー フ ィ ル タ 基 板 と が 一 定 の 空 間 を 維 持 し な が ら 相 対 向 し て 配 置 さ れ 、 こ の 空 間 に は 液 晶 層
が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う な 液 晶 表 示 装 置 は 、 デ ー タ 信 号 に よ っ て 液 晶 層 に 電 界 を 形 成 し 、 液 晶 層 を 通 過
す る 光 の 透 過 率 を 調 節 す る こ と に よ っ て 望 む 画 像 を 得 る 。 こ の と き 、 デ ー タ 信 号 は 、 液 晶
層 に 一 方 向 の 電 界 が 長 時 間 印 加 さ れ る こ と か ら 生 じ る 劣 化 現 象 を 防 止 す べ く 、 フ レ ー ム 別
に 、 行 別 に 、 ま た は ド ッ ト （ dot） 別 に 極 性 が 反 転 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の よ う な 液 晶 表 示 装 置 は 、 赤 色 Ｒ 、 緑 色 Ｇ 及 び 青 色 Ｂ の ３ 色 ド ッ ト か ら の 赤 色 光 、 緑
色 光 及 び 青 色 光 を 混 合 し て 一 つ の カ ラ ー 画 像 を 表 現 す る 。 し か し な が ら 、 赤 色 Ｒ 、 緑 色 Ｇ
及 び 青 色 Ｂ の ３ 色 ド ッ ト で 一 つ の サ ブ ピ ク セ ル を 表 示 す る 一 般 の 液 晶 表 示 装 置 で は 、 光 効
率 が 低 下 す る と い う 問 題 が 生 じ る 。 具 体 的 に 、 赤 色 、 緑 色 及 び 青 色 の そ れ ぞ れ の サ ブ ピ ク
セ ル に 配 置 さ れ た カ ラ ー フ ィ ル タ は 、 印 加 さ れ る 光 の １ ／ ３ 程 度 し か 透 過 さ せ ず 、 全 体 的
に 光 効 率 が 低 下 し て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 、 液 晶 表 示 装 置 の 色 再 現 性 を 維 持 し な が ら 輝 度 及 び 光 効 率 を 向 上 さ せ る た め に 、
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赤 色 Ｒ 、 緑 色 Ｇ 及 び 青 色 Ｂ の カ ラ ー フ ィ ル タ の 外 に 白 色 フ ィ ル タ Ｗ を 含 む Ｒ Ｇ Ｂ Ｗ 型 の 液
晶 表 示 装 置 が 提 案 さ れ た （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 及 び ２ ） 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ れ ら Ｒ Ｇ Ｂ Ｗ 型 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 ３ 色 画 像 信 号 を ４ 色 画 像 信 号 に 変 換 す る こ と に よ
っ て カ ラ ー 画 像 の 輝 度 を 向 上 さ せ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 １ は 、 赤 色 Ｒ 、 緑 色 Ｇ 及 び 青 色 Ｂ を 各 軸 と す る 立 体 直 交 座 標 に お い て 赤 色 Ｒ と 緑 色 Ｇ
を 軸 と す る ガ モ ッ ト （ Gamut） 平 面 座 標 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 同 図 に お い て 、 実 線 で 表 示 さ れ た 正 方 形 の 領 域 は 、 ３ 色 画 像 信 号 に よ っ て 表 示 で き る 色
を 表 し 、 太 線 で 表 示 さ れ た 六 面 体 領 域 は 、 ４ 色 画 像 信 号 に よ っ て 表 示 で き る 色 を 表 す 。 す
な わ ち 、 Ｒ Ｇ Ｂ Ｗ 型 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 赤 色 Ｒ 、 緑 色 Ｇ 及 び 青 色 Ｂ の ３ 色 に よ る 色 に 白 色
（ Ｗ ） を 追 加 し 、 色 領 域 を 点 線 で 表 示 さ れ た 対 角 線 方 向 に 拡 張 す る 。 し た が っ て 、 ３ 色 画
像 信 号 を ４ 色 画 像 信 号 に 変 換 す る 過 程 は 、 正 方 形 内 の 各 座 標 を 六 面 体 内 の 座 標 に 拡 張 す る
こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 一 方 、 Ｒ Ｇ Ｂ Ｗ 型 の 液 晶 表 示 装 置 に お い て ３ 色 画 像 信 号 を ４ 色 画 像 信 号 に 変 換 す る た め
の 変 換 装 置 は 、 種 々 の ゲ イ ン カ ー ブ （ Gain Curve） Ｇ １ 、 Ｇ ２ 、 Ｇ ３ 、 Ｇ ４ が 具 現 さ れ る
よ う に し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 特 許 文 献 １ 】 大 韓 民 国 特 許 公 開 番 号 特 ２ ０ ０ ２ － １ ３ ８ ３ ０ 号 （ 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 装 置
）
【 特 許 文 献 ２ 】 大 韓 民 国 特 許 公 開 番 号 特 ２ ０ ０ ４ － ８ ３ ７ ８ ６ 号 （ 表 示 装 置 の 駆 動 装 置 及
び そ の 駆 動 方 法 ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ゲ イ ン カ ー ブ Ｇ １ 、 Ｇ ２ 、 Ｇ ３ 、 Ｇ ４ が 変 わ っ て も ３ 色 画 像 信 号 に よ る 白 色 （ Ｗ ） に 対
す る 輝 度 の 増 幅 は 同 一 で あ る が 、 任 意 の ３ 色 画 像 信 号 Ａ の 場 合 、 Ａ '、 Ａ ''及 び Ａ '''の よ
う に い ず れ も 異 な る 増 幅 を 有 す る こ と に な る 。 ま た 、 一 つ の ゲ イ ン カ ー ブ 上 で 具 現 さ れ る
白 色 （ Ｗ ） と 任 意 の ３ 色 画 像 信 号 Ａ の 輝 度 の 増 幅 が 違 う た め 、 ゲ イ ン 値 が １ の 純 色 と ゲ イ
ン 値 が ２ の 階 調 色 が 混 合 さ れ て い る 画 像 の 場 合 、 そ の 違 い が よ り 著 し く な る 。 し た が っ て
、 Ｒ Ｇ Ｂ Ｗ 型 の 液 晶 表 示 装 置 で は 、 入 力 さ れ る ３ 色 画 像 信 号 に よ っ て 輝 度 が 増 幅 さ れ る 度
合 が 異 な る た め 、 使 用 者 が 視 覚 す る 画 像 が Ｒ Ｇ Ｂ 液 晶 表 示 装 置 と 異 な る と い う 問 題 点 が あ
っ た 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 Ｒ Ｇ Ｂ Ｗ 型 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 ゲ イ ン 値 が 大 き い 場 合 、 階 調 飽 和 （ Gray Overflo
w） が 発 生 す る ピ ク セ ル が 生 じ 、 よ っ て 、 階 調 損 失 よ る カ ラ ー 画 像 の 歪 み が 生 じ る と い う
問 題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 は 上 記 の 問 題 点 を 解 決 す る た め の も の で 、 そ の 目 的 は 、 Ｒ Ｇ Ｂ Ｗ 型 の 表 示 装 置 に
お い て 画 像 の 階 調 損 失 を 最 小 化 し て 輝 度 及 び 画 質 を 向 上 で き る よ う に し た 液 晶 表 示 装 置 の
駆 動 装 置 及 び 駆 動 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 装 置 は 、 ４ 色 の サ ブ ピ ク
セ ル か ら な る 複 数 の 単 位 ピ ク セ ル を 有 す る 液 晶 パ ネ ル と 、 前 記 各 サ ブ ピ ク セ ル に ビ デ オ デ
ー タ 信 号 を 供 給 す る デ ー タ ド ラ イ バ と 、 前 記 サ ブ ピ ク セ ル に ス キ ャ ン パ ル ス を 供 給 す る ゲ
ー ト ド ラ イ バ と 、 入 力 さ れ る ３ 色 ソ ー ス デ ー タ の 階 調 差 を 用 い て ヒ ス ト グ ラ ム （ Histogra
m） を 生 成 し 、 該 ヒ ス ト グ ラ ム か ら 抽 出 さ れ る ゲ イ ン 値 に よ っ て ３ 色 ソ ー ス デ ー タ を ４ 色
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デ ー タ に 変 換 し て 出 力 す る デ ー タ 変 換 部 と 、 前 記 デ ー タ 変 換 部 か ら の 前 記 ４ 色 デ ー タ を 前
記 デ ー タ ド ラ イ バ に 供 給 す る と と も に 、 前 記 ゲ ー ト ド ラ イ バ 及 び 前 記 デ ー タ ド ラ イ バ を 制
御 す る タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 前 記 デ ー タ 変 換 部 は 、 前 記 ヒ ス ト グ ラ ム と 使 用 者 に よ っ て 設 定 さ れ る 階 調 飽 和 設 定 値 を
用 い て 前 記 ゲ イ ン 値 を 生 成 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 前 記 階 調 飽 和 設 定 値 は 、 複 数 の 単 位 ピ ク セ ル の う ち 階 調 飽 和 が 発 生 す る ピ ク セ ル 数 で あ
る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 前 記 デ ー タ 変 換 部 は 、 前 記 ３ 色 ソ ー ス デ ー タ を ガ ン マ 補 正 し て 線 形 化 し た １ 次 ３ 色 デ ー
タ を 生 成 す る 第 １ ガ ン マ 補 正 部 と 、 前 記 １ 次 ３ 色 デ ー タ の 単 位 ピ ク セ ル 別 最 大 及 び 最 小 階
調 値 を 検 出 す る 階 調 検 出 部 と 、 前 記 最 大 及 び 最 小 階 調 値 の 階 調 差 を 用 い て 前 記 ヒ ス ト グ ラ
ム を 生 成 す る ヒ ス ト グ ラ ム 生 成 部 と 、 前 記 ヒ ス ト グ ラ ム と 前 記 階 調 飽 和 設 定 値 を 用 い て 前
記 ゲ イ ン 値 を 抽 出 す る ゲ イ ン 値 抽 出 部 と 、 前 記 １ 次 ３ 色 デ ー タ 、 前 記 最 小 階 調 値 及 び 前 記
ゲ イ ン 値 を 用 い て 、 赤 色 、 緑 色 、 青 色 及 び 白 色 変 換 デ ー タ を 生 成 す る Ｒ Ｇ Ｂ Ｗ 生 成 部 と 、
前 記 Ｒ Ｇ Ｂ Ｗ 生 成 部 か ら の 赤 色 、 緑 色 、 青 色 及 び 白 色 変 換 デ ー タ を ガ ン マ 補 正 し て 前 記 ４
色 デ ー タ を 生 成 す る 第 ２ ガ ン マ 補 正 部 と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 は 、 色 の サ ブ ピ ク セ ル か ら な る 複 数 の 単 位 ピ ク セ
ル を 有 す る 液 晶 パ ネ ル の 駆 動 方 法 に お い て 、 入 力 さ れ る ３ 色 ソ ー ス デ ー タ の 階 調 差 を 用 い
て ヒ ス ト グ ラ ム を 生 成 し 、 該 ヒ ス ト グ ラ ム か ら ゲ イ ン 値 を 抽 出 す る 第 １ 段 階 と 、 前 記 ゲ イ
ン 値 を 用 い て 前 記 ３ 色 ソ ー ス デ ー タ を ４ 色 デ ー タ に 変 換 す る 第 ２ 段 階 と 、 前 記 ４ 色 デ ー タ
を 前 記 ビ デ オ デ ー タ に 変 換 し て 前 記 単 位 ピ ク セ ル に 供 給 す る 第 ３ 段 階 と 、 を 備 え る こ と を
特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 前 記 ゲ イ ン 値 を 抽 出 す る 段 階 は 、 前 記 ヒ ス ト グ ラ ム と 使 用 者 に よ っ て 設 定 さ れ る 階 調 飽
和 設 定 値 に よ っ て 抽 出 さ れ 、 前 記 階 調 飽 和 設 定 値 は 、 複 数 の 単 位 ピ ク セ ル の う ち 階 調 飽 和
が 発 生 す る ピ ク セ ル 数 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 前 記 第 １ 段 階 は 、 前 記 ３ 色 ソ ー ス デ ー タ を ガ ン マ 補 正 し て 線 形 化 し た １ 次 ３ 色 デ ー タ を
生 成 す る 段 階 と 、 前 記 １ 次 ３ 色 デ ー タ の 単 位 ピ ク セ ル 別 最 大 及 び 最 小 階 調 値 を 検 出 す る 段
階 と 、 前 記 最 大 及 び 最 小 階 調 値 の 階 調 差 を 用 い て 前 記 ヒ ス ト グ ラ ム を 生 成 す る 段 階 と 、 前
記 ヒ ス ト グ ラ ム と 前 記 階 調 飽 和 設 定 値 を 用 い て 前 記 ゲ イ ン 値 を 抽 出 す る 段 階 と 、 を 備 え る
こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 前 記 ヒ ス ト グ ラ ム を 生 成 す る 段 階 は 、 前 記 最 大 階 調 値 か ら 前 記 最 小 階 調 値 を 減 算 し て 前
記 最 大 及 び 最 小 階 調 値 の 階 調 差 を 生 成 す る 段 階 と 、 前 記 最 大 及 び 最 小 階 調 値 の 階 調 差 に 対
応 す る 前 記 単 位 ピ ク セ ル 数 を 計 数 し て 階 調 差 別 ヒ ス ト グ ラ ム を 算 出 す る 段 階 と 、 前 記 階 調
差 別 ヒ ス ト グ ラ ム を 累 積 し て 階 調 差 別 累 積 ヒ ス ト グ ラ ム を 算 出 す る 段 階 と 、 を 備 え る こ と
を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 装 置 及 び 駆 動 方 法 は 、 入 力 デ ー タ の 最 大 及 び 最 小 階 調
の 差 を 基 準 に し て 分 析 し た ヒ ス ト グ ラ ム を 用 い て 、 使 用 者 に よ っ て 設 定 さ れ る 階 調 飽 和 設
定 値 以 下 に 階 調 損 失 が 発 生 す る よ う に ゲ イ ン 値 を 抽 出 し 、 抽 出 さ れ た ゲ イ ン 値 に よ っ て ３
色 デ ー タ を ４ 色 デ ー タ に 変 換 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 は 、 階 調 損 失 を 最 小 化 し な が ら 最 大 限 の 輝 度 を 確 保 す る こ と が で き
、 ま た 階 調 損 失 の 最 小 化 及 び 輝 度 向 上 が 実 現 で き る の で 、 Ｒ Ｇ Ｂ Ｗ 型 の 液 晶 パ ネ ル に 一 層
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自 然 な 画 像 を 表 示 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 以 下 、 添 付 の 図 面 に 基 づ き 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 例 を 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ２ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 装 置 を 概 略 的 に 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ２ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 装 置 は 、 ｎ 本 の ゲ ー ト ラ
イ ン Ｇ Ｌ １ ～ Ｇ Ｌ ｎ と ｍ 本 の デ ー タ ラ イ ン Ｄ Ｌ １ ～ Ｄ Ｌ ｍ と に よ っ て 定 義 さ れ る ４ 色 の サ
ブ ピ ク セ ル 領 域 ご と に 形 成 さ れ た 液 晶 セ ル を 有 す る 液 晶 パ ネ ル １ ０ ２ と 、 デ ー タ ラ イ ン Ｄ
Ｌ １ ～ Ｄ Ｌ ｍ に ビ デ オ デ ー タ 信 号 を 供 給 す る デ ー タ ド ラ イ バ １ ０ ４ と 、 ゲ ー ト ラ イ ン Ｇ Ｌ
１ ～ Ｇ Ｌ ｎ に ス キ ャ ン パ ル ス を 供 給 す る ゲ ー ト ド ラ イ バ １ ０ ６ と 、 入 力 さ れ る ３ 色 ソ ー ス
デ ー タ Ｒ Ｇ Ｂ の 階 調 差 を 用 い て ヒ ス ト グ ラ ム を 生 成 し 、 生 成 さ れ た ヒ ス ト グ ラ ム か ら 抽 出
さ れ る ゲ イ ン 値 に よ っ て 、 ３ 色 ソ ー ス デ ー タ Ｒ Ｇ Ｂ を ４ 色 デ ー タ Ｒ Ｇ Ｂ Ｗ に 変 換 し て 出 力
す る デ ー タ 変 換 部 １ １ ０ と 、 デ ー タ 変 換 部 １ １ ０ か ら の ４ 色 デ ー タ Ｒ Ｇ Ｂ Ｗ を 整 列 し て デ
ー タ ド ラ イ バ １ ０ ４ に 供 給 し 、 デ ー タ 制 御 信 号 Ｄ Ｃ Ｓ を 生 成 し て デ ー タ ド ラ イ バ １ ０ ４ を
制 御 す る と 同 時 に 、 ゲ ー ト 制 御 信 号 Ｇ Ｃ Ｓ を 生 成 し て ゲ ー ト ド ラ イ バ １ ０ ６ を 制 御 す る タ
イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ １ ０ ８ と 、 を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 液 晶 パ ネ ル １ ０ ２ は 、 ｎ 本 の ゲ ー ト ラ イ ン Ｇ Ｌ １ ～ Ｇ Ｌ ｎ と ｍ 本 の デ ー タ ラ イ ン Ｄ Ｌ １
～ Ｄ Ｌ ｍ と に よ っ て 定 義 さ れ る 領 域 に 形 成 さ れ た Ｔ Ｆ Ｔ と 、 Ｔ Ｆ Ｔ に 接 続 さ れ る 液 晶 セ ル
と を 備 え る 。 Ｔ Ｆ Ｔ は 、 ゲ ー ト ラ イ ン Ｇ Ｌ １ ～ Ｇ Ｌ ｎ か ら の ス キ ャ ン パ ル ス に 応 答 し て デ
ー タ ラ イ ン Ｄ Ｌ １ ～ Ｄ Ｌ ｍ か ら の デ ー タ 信 号 を 液 晶 セ ル に 供 給 す る 。 液 晶 セ ル は 、 液 晶 を
介 在 し て 対 面 す る 共 通 電 極 と 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ Ｆ Ｔ に 接 続 さ れ た サ ブ ピ ク セ ル 電 極 で 構
成 さ れ る の で 等 価 的 に 液 晶 キ ャ パ シ タ Ｃ ｌ ｃ で 表 示 さ れ る こ と が で き る 。 こ の よ う な 液 晶
セ ル は 、 液 晶 キ ャ パ シ タ Ｃ ｌ ｃ に 充 電 さ れ た デ ー タ 信 号 を 次 の デ ー タ 信 号 が 充 電 さ れ る 時
ま で 保 持 す る た め に ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ Ｃ ｓ ｔ を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 一 方 、 液 晶 パ ネ ル １ ０ ２ に は 、 赤 色 Ｒ 、 緑 色 Ｇ 、 青 色 Ｂ 及 び 白 色 Ｗ サ ブ ピ ク セ ル が 、 サ
ブ ピ ク セ ル の 行 方 向 に 反 復 的 に 形 成 さ れ る 。 こ の よ う な 赤 色 Ｒ 、 緑 色 Ｇ 及 び 青 色 Ｂ サ ブ ピ
ク セ ル の そ れ ぞ れ に は 、 各 色 に 対 応 す る カ ラ ー フ ィ ル タ が 配 置 さ れ る の に 対 し 、 白 色 Ｗ の
サ ブ ピ ク セ ル に は カ ラ ー フ ィ ル タ が 別 途 配 置 さ れ な い 。 そ し て 、 赤 色 Ｒ 、 緑 色 Ｇ 、 青 色 Ｂ
及 び 白 色 Ｗ サ ブ ピ ク セ ル は 、 同 じ 面 積 比 率 ま た は 異 な る 面 積 比 率 の ス ト ラ イ プ （ Stripe）
構 造 を な す 。 こ こ で 、 赤 色 Ｒ 、 緑 色 Ｇ 、 青 色 Ｂ 及 び 白 色 Ｗ サ ブ ピ ク セ ル は 、 上 下 左 右 、 す
な わ ち 、 ２ × ２ 行 列 形 態 に 配 置 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 デ ー タ 変 換 部 １ １ ０ は 、 外 部 か ら 入 力 さ れ る 赤 色 Ｒ 、 緑 色 Ｇ 及 び 青 色 Ｂ の サ ブ ピ ク セ ル
で 構 成 さ れ る 単 位 ピ ク セ ル の そ れ ぞ れ に 供 給 さ れ る ３ 色 ソ ー ス デ ー タ Ｒ Ｇ Ｂ の 階 調 差 を 用
い て 階 調 差 別 ヒ ス ト グ ラ ム を 抽 出 し 、 抽 出 さ れ た 階 調 差 別 ヒ ス ト グ ラ ム か ら 抽 出 さ れ る ゲ
イ ン 値 に よ っ て 、 ３ 色 ソ ー ス デ ー タ Ｒ Ｇ Ｂ を ４ 色 デ ー タ Ｒ Ｇ Ｂ Ｗ に 変 換 し て タ イ ミ ン グ コ
ン ト ロ ー ラ １ ０ ８ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ １ ０ ８ は 、 デ ー タ 変 換 部 １ １ ０ か ら 供 給 さ れ る ４ 色 デ ー タ Ｒ Ｇ
Ｂ Ｗ を 液 晶 パ ネ ル １ ０ ２ の 駆 動 に 合 う よ う に 整 列 し て デ ー タ ド ラ イ バ １ ０ ４ に 供 給 す る 。
ま た 、 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ １ ０ ８ は 、 外 部 か ら 入 力 さ れ る メ イ ン ク ロ ッ ク Ｍ Ｃ Ｌ Ｋ 、
デ ー タ イ ネ ー ブ ル 信 号 Ｄ Ｅ 、 水 平 及 び 垂 直 同 期 信 号 Ｈ ｓ ｙ ｎ ｃ 、 Ｖ ｓ ｙ ｎ ｃ を 用 い て デ ー
タ 制 御 信 号 Ｄ Ｃ Ｓ と ゲ ー ト 制 御 信 号 Ｇ Ｃ Ｓ を 生 成 し て デ ー タ ド ラ イ バ １ ０ ４ と ゲ ー ト ド ラ
イ バ １ ０ ６ の 駆 動 タ イ ミ ン グ を そ れ ぞ れ 制 御 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ゲ ー ト ド ラ イ バ １ ０ ６ は 、 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ １ ０ ８ か ら の ゲ ー ト 制 御 信 号 Ｇ Ｃ Ｓ
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の う ち ゲ ー ト ス タ ー ト パ ル ス Ｇ Ｓ Ｐ と ゲ ー ト シ フ ト ク ロ ッ ク Ｇ Ｓ Ｃ に 応 答 し て 、 ス キ ャ ン
パ ル ス 、 す な わ ち 、 ゲ ー ト ハ イ パ ル ス を 順 次 に 発 生 す る シ フ ト レ ジ ス タ を 備 え る 。 こ の ス
キ ャ ン パ ル ス に 応 答 し て Ｔ Ｆ Ｔ は タ ー ン オ ン さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 デ ー タ ド ラ イ バ １ ０ ４ は 、 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ １ ０ ８ か ら 供 給 さ れ る デ ー タ 制 御 信
号 Ｄ Ｃ Ｓ に よ っ て 、 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ １ ０ ８ か ら の 整 列 さ れ た ４ 色 デ ー タ Ｄ ａ ｔ ａ
を 、 ア ナ ロ グ 信 号 で あ る ビ デ オ デ ー タ 信 号 に 変 換 し 、 ゲ ー ト ラ イ ン Ｇ Ｌ １ ～ Ｇ Ｌ ｎ に ス キ
ャ ン パ ル ス が 供 給 さ れ る １ 水 平 周 期 ご と に １ 水 平 ラ イ ン 分 の ビ デ オ デ ー タ 信 号 を デ ー タ ラ
イ ン Ｄ Ｌ １ ～ Ｄ Ｌ ｍ に 供 給 す る 。 す な わ ち 、 デ ー タ ド ラ イ バ １ ０ ４ は 、 ４ 色 デ ー タ Ｄ ａ ｔ
ａ の 階 調 値 に よ っ て 所 定 レ ベ ル を 有 す る ガ ン マ 電 圧 を 選 択 し 、 選 択 さ れ た ガ ン マ 電 圧 を デ
ー タ ラ イ ン Ｄ Ｌ １ ～ Ｄ Ｌ ｍ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ３ は 、 図 ２ に 示 す 本 発 明 の 実 施 例 に よ る デ ー タ 変 換 部 １ １ ０ を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る
。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ３ を 図 ２ と 結 び つ け て 説 明 す る と 、 デ ー タ 変 換 部 １ １ ０ は 、 第 １ ガ ン マ 補 正 部 ２ ０ ０
、 階 調 検 出 部 ２ １ ０ 、 ヒ ス ト グ ラ ム 生 成 部 ２ ２ ０ 、 ゲ イ ン 値 抽 出 部 ２ ３ ０ 、 Ｒ Ｇ Ｂ Ｗ 生 成
部 ２ ４ ０ 及 び 第 ２ ガ ン マ 補 正 部 ２ ５ ０ を 備 え る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 第 １ ガ ン マ 補 正 部 ２ ０ ０ は 、 入 力 さ れ る 画 像 の 各 単 位 ピ ク セ ル の ３ 色 ソ ー ス デ ー タ Ｒ Ｇ
Ｂ が 陰 極 線 管 の 出 力 特 性 を 考 慮 し て ガ ン マ 補 正 さ れ た 信 号 で あ る の で 、 下 記 の 数 式 １ を 用
い て 線 形 化 し た １ 次 ３ 色 デ ー タ Ｒ Ｉ 、 Ｇ Ｉ 、 Ｂ Ｉ に 変 換 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
【 数 １ 】
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 階 調 検 出 部 ２ １ ０ は 、 第 １ ガ ン マ 補 正 部 ２ ０ ０ か ら １ 次 ３ 色 デ ー タ Ｒ Ｉ 、 Ｇ Ｉ 、 Ｂ Ｉ を
互 い に 比 較 し 、 単 位 ピ ク セ ル 別 最 大 階 調 値 Ｍ Ａ Ｘ Ｒ Ｇ Ｂ と 最 小 階 調 値 Ｍ Ｉ Ｎ Ｒ Ｇ Ｂ を 検 出
す る 。 そ し て 、 階 調 検 出 部 ２ １ ０ は 、 検 出 さ れ た 最 大 階 調 値 Ｍ Ａ Ｘ Ｒ Ｇ Ｂ 及 び 最 小 階 調 値
Ｍ Ｉ Ｎ Ｒ Ｇ Ｂ を ヒ ス ト グ ラ ム 生 成 部 ２ ２ ０ に 供 給 す る と と も に 、 最 小 階 調 値 Ｍ Ｉ Ｎ Ｒ Ｇ Ｂ

を Ｒ Ｇ Ｂ Ｗ 生 成 部 ２ ４ ０ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ヒ ス ト グ ラ ム 生 成 部 ２ ２ ０ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 第 １ 減 算 部 ２ ２ ２ 、 ヒ ス ト グ ラ ム 算
出 部 ２ ２ ４ 及 び ヒ ス ト グ ラ ム 累 積 部 ２ ２ ６ を 備 え る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 第 １ 減 算 部 ２ ２ ２ は 、 階 調 検 出 部 ２ １ ０ か ら 供 給 さ れ る 単 位 ピ ク セ ル 別 最 大 階 調 値 Ｍ Ａ
Ｘ Ｒ Ｇ Ｂ か ら 最 小 階 調 値 Ｍ Ｉ Ｎ Ｒ Ｇ Ｂ を 減 算 し 、 単 位 ピ ク セ ル 別 階 調 差 Ｍ Ａ Ｘ Ｒ Ｇ Ｂ － Ｍ
Ｉ Ｎ Ｒ Ｇ Ｂ を 求 め る 。 こ こ で 、 単 位 ピ ク セ ル 別 階 調 差 Ｍ Ａ Ｘ Ｒ Ｇ Ｂ － Ｍ Ｉ Ｎ Ｒ Ｇ Ｂ は 、 ３
色 ソ ー ス デ ー タ Ｒ Ｇ Ｂ を ４ 色 デ ー タ Ｒ Ｇ Ｂ Ｗ に 変 換 時 に 、 該 当 す る ピ ク セ ル の 階 調 飽 和 を
決 定 づ け る 要 素 と な る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ヒ ス ト グ ラ ム 算 出 部 ２ ２ ４ は 、 第 １ 減 算 部 ２ ２ ２ か ら 供 給 さ れ る 単 位 ピ ク セ ル 別 階 調 差
Ｍ Ａ Ｘ Ｒ Ｇ Ｂ － Ｍ Ｉ Ｎ Ｒ Ｇ Ｂ 別 に ピ ク セ ル 数 を 計 数 し 、 階 調 差 別 ヒ ス ト グ ラ ム Ｈ ｉ ｓ ｔ _
ｓ を 算 出 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ヒ ス ト グ ラ ム 累 積 部 ２ ２ ６ は 、 ヒ ス ト グ ラ ム 算 出 部 ２ ２ ４ か ら の 階 調 差 別 ヒ ス ト グ ラ ム
値 Ｈ ｉ ｓ ｔ _ｓ を 階 調 差 別 に 累 積 し て 階 調 差 別 累 積 ヒ ス ト グ ラ ム Ｈ ｉ ｓ ｔ _ｃ を 算 出 し 、 算
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出 さ れ た 階 調 差 別 累 積 ヒ ス ト グ ラ ム Ｈ ｉ ｓ ｔ _ｃ を ゲ イ ン 値 抽 出 部 ２ ３ ０ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ３ に お い て 、 ゲ イ ン 値 抽 出 部 ２ ３ ０ は 、 ヒ ス ト グ ラ ム 累 積 部 ２ ２ ６ か ら 供 給 さ れ る 階
調 差 別 累 積 ヒ ス ト グ ラ ム Ｈ ｉ ｓ ｔ _ｃ か ら 、 使 用 者 に よ り 入 力 さ れ る 階 調 飽 和 設 定 値 Ｍ を
超 過 す る 時 点 の 階 調 差 別 累 積 ヒ ス ト グ ラ ム 段 階 で あ る 階 調 損 失 制 限 値 Ｎ を 用 い て 、 下 記 の
数 式 ２ に よ っ て ゲ イ ン 値 ｋ を 抽 出 す る 。 そ し て 、 ゲ イ ン 値 抽 出 部 ２ ２ ０ は 、 抽 出 さ れ た ゲ
イ ン 値 ｋ を Ｒ Ｇ Ｂ Ｗ 生 成 部 ２ ４ ０ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
【 数 ２ 】
　
　
　
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 数 式 ２ に お い て 、 Ｍ Ａ Ｘ Ｇ ｒ ａ ｙ は 、 ソ ー ス デ ー タ Ｒ Ｇ Ｂ の ビ ッ ト 数 に 対 応 す る 最 大 階
調 値 を 表 し 、 ソ ー ス デ ー タ Ｒ Ｇ Ｂ が ８ ビ ッ ト で あ る 場 合 に ‘ ２ ５ ５ ’ と な る 。 そ し て 、 数
式 ２ に お い て 分 母 が ０ と な る の を 防 止 す る た め に 、 階 調 損 失 制 限 値 Ｎ に １ 階 調 を 合 算 す る
。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 使 用 者 に よ っ て 設 定 さ れ る 階 調 飽 和 設 定 値 Ｍ は 、 液 晶 パ ネ ル １ ０ ２ に 表 示 さ れ る ピ ク セ
ル の 階 調 飽 和 許 容 ピ ク セ ル 数 を 設 定 す る 変 数 で あ る 。 階 調 飽 和 設 定 値 Ｍ は 、 液 晶 パ ネ ル １
０ ２ の 解 像 度 に よ る 使 用 者 の 好 み に よ っ て ‘ ０ '、 ‘ ３ ０ ０ ０ '、 ‘ ６ ０ ０ ０ '、 ‘ １ ０ ０
０ ０ 'な ど に 設 定 さ れ る こ と が で き る 。 こ の よ う な 階 調 飽 和 設 定 値 Ｍ は 、 ４ 色 デ ー タ Ｒ Ｇ
Ｂ Ｗ の 生 成 時 に 階 調 飽 和 が 発 生 し て も 視 感 的 に 画 質 に 影 響 を 及 ぼ さ な い ピ ク セ ル 数 を 意 味
す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 例 え ば 、 ゲ イ ン 値 抽 出 部 ２ ３ ０ は 、 階 調 飽 和 設 定 値 Ｍ が ‘ １ ０ ０ ０ ０ 'で あ り 、 階 調 差
別 累 積 ヒ ス ト グ ラ ム Ｈ ｉ ｓ ｔ _ｃ に お い て 階 調 差 別 ヒ ス ト グ ラ ム Ｈ ｉ ｓ ｔ _ｓ の 累 積 値 が ‘
１ ０ ０ ０ ０ 'を 超 過 す る 時 点 で 、 最 大 及 び 最 小 階 調 差 Ｍ Ａ Ｘ Ｒ Ｇ Ｂ － Ｍ Ｉ Ｎ Ｒ Ｇ Ｂ が ‘ １
３ ５ 'に 該 当 す る 場 合 、 ‘ １ ３ ５ 'を 階 調 損 失 制 限 値 Ｎ と 設 定 し 、 階 調 損 失 制 限 値 Ｎ に ‘ １
'を 足 し 、 ‘ ２ ５ ５ 'を ‘ １ ３ ６ 'で 除 算 し ‘ １ ． ８ ７ ５ 'を 有 す る ゲ イ ン 値 ｋ を 生 成 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 Ｒ Ｇ Ｂ Ｗ 生 成 部 ２ ４ ０ は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 第 ２ 減 算 部 ２ ４ ２ 及 び 乗 算 部 ２ ４ ４ を 備
え る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 第 ２ 減 算 部 ２ ４ ２ は 、 第 １ ガ ン マ 補 正 部 ２ ０ ０ か ら 供 給 さ れ る 第 １ の ３ 色 デ ー タ Ｒ Ｉ 、
Ｇ Ｉ 、 Ｂ Ｉ と 階 調 検 出 部 ２ １ ０ か ら 供 給 さ れ る 最 小 階 調 値 Ｍ Ｉ Ｎ Ｒ Ｇ Ｂ を 用 い て 、 下 記 の
数 式 ３ の よ う に 第 ２ の ３ 色 デ ー タ Ｒ ａ 、 Ｇ ａ 、 Ｂ ａ を 生 成 す る 。 す な わ ち 、 第 ２ 減 算 部 ２
４ ２ は 、 第 １ の ３ 色 デ ー タ Ｒ Ｉ 、 Ｇ Ｉ 、 Ｂ Ｉ の そ れ ぞ れ か ら 最 小 階 調 値 Ｍ Ｉ Ｎ Ｒ Ｇ Ｂ を 減
算 し て 第 ２ の ３ 色 デ ー タ Ｒ ａ 、 Ｇ ａ 、 Ｂ ａ を 生 成 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ［ 数 ３ ］
　 Ｒ ａ ＝ Ｒ Ｉ － Ｍ Ｉ Ｎ Ｒ Ｇ Ｂ

　 Ｇ ａ ＝ Ｇ Ｉ － Ｍ Ｉ Ｎ Ｒ Ｇ Ｂ

　 Ｂ ａ ＝ Ｂ Ｉ － Ｍ Ｉ Ｎ Ｒ Ｇ Ｂ

【 ０ ０ ５ １ 】
　 乗 算 部 ２ ４ ４ は 、 第 ２ 減 算 部 ２ ４ ２ か ら 供 給 さ れ る ２ 次 ３ 色 デ ー タ Ｒ ａ 、 Ｇ ａ 、 Ｂ ａ と
ゲ イ ン 値 抽 出 部 ２ ３ ０ か ら 供 給 さ れ る ゲ イ ン 値 ｋ を 用 い て 、 下 記 の 数 式 ４ に よ っ て ４ 色 変
換 デ ー タ Ｒ ｂ 、 Ｇ ｂ 、 Ｂ ｂ 、 Ｗ ｂ を 生 成 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ［ 数 ４ ］
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　 Ｒ ｂ ＝ Ｒ ａ × ｋ
　 Ｇ ｂ ＝ Ｇ ａ × ｋ
　 Ｂ ｂ ＝ Ｂ ａ × ｋ
　 Ｗ ｂ ＝ Ｍ Ｉ Ｎ Ｒ Ｇ Ｂ × ｋ
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 す な わ ち 、 乗 算 部 ２ ４ ４ は 、 第 ２ の ３ 色 デ ー タ Ｒ ａ 、 Ｇ ａ 、 Ｂ ａ の そ れ ぞ れ に 、 ゲ イ ン
値 ｋ を 乗 算 し て ３ 色 、 す な わ ち 、 赤 色 Ｒ 、 緑 色 Ｇ 及 び 青 色 Ｂ 変 換 デ ー タ Ｒ ｂ 、 Ｇ ｂ 、 Ｂ ｂ
を 生 成 す る 。 そ し て 、 乗 算 部 ２ ４ ４ は 、 ゲ イ ン 値 ｋ に 最 小 階 調 値 Ｍ Ｉ Ｎ Ｒ Ｇ Ｂ を 乗 算 し て
４ 番 目 の 色 、 す な わ ち 白 色 （ Ｗ ） 変 換 デ ー タ Ｗ ｂ を 生 成 す る 。 そ し て 、 ４ 色 変 換 デ ー タ Ｒ
ｂ 、 Ｇ ｂ 、 Ｂ ｂ 、 Ｗ ｂ は 、 第 ２ ガ ン マ 補 正 部 ２ ５ ０ に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 一 方 、 乗 算 部 ２ ４ ４ で 生 成 さ れ る ３ 色 変 換 デ ー タ Ｒ ｂ 、 Ｇ ｂ 、 Ｂ ｂ は 、 使 用 者 に よ っ て
設 定 さ れ る 階 調 飽 和 設 定 値 Ｍ に よ っ て 、 階 調 差 別 累 積 ヒ ス ト グ ラ ム Ｈ ｉ ｓ ｔ _ｃ で 生 成 さ
れ る ゲ イ ン 値 ｋ に よ っ て 増 幅 さ れ る の で 、 た い て い 入 力 デ ー タ Ｒ Ｇ Ｂ の ビ ッ ト 数 に 対 応 す
る 最 大 階 調 数 （ ８ ビ ッ ト の 場 合 ２ ５ ５ ） と 同 じ ま た は よ り 小 さ く 増 幅 さ れ る こ と に よ っ て
、 ゲ イ ン 増 幅 に よ る 階 調 損 失 が 最 小 化 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 図 ３ で 第 ２ ガ ン マ 補 正 部 ２ ５ ０ は 、 Ｒ Ｇ Ｂ Ｗ 生 成 部 ２ ４ ０ か ら 供 給 さ れ る ４ 色 変 換 デ ー
タ Ｒ ｂ 、 Ｇ ｂ 、 Ｂ ｂ 、 Ｗ ｂ を 、 下 記 の 数 式 ５ に よ っ て ガ ン マ 補 正 し て ４ 色 デ ー タ Ｒ Ｇ Ｂ Ｗ
を 生 成 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
【 数 ３ 】
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 こ の よ う な 第 ２ ガ ン マ 補 正 部 ２ ５ ０ は 、 図 示 し な い ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル （ Look Up Ta
ble） を 用 い て 、 ４ 色 変 換 デ ー タ Ｒ ｂ 、 Ｇ ｂ 、 Ｂ ｂ 、 Ｗ ｂ を 液 晶 パ ネ ル １ ０ ２ の 駆 動 回 路
に 適 合 す る ４ 色 デ ー タ Ｒ Ｇ Ｂ Ｗ に ガ ン マ 補 正 し て タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ １ ０ ８ に 供 給 す
る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 に よ る デ ー タ 変 換 部 １ １ ０ に よ っ て ３ 色 デ ー タ Ｒ Ｇ Ｂ が ４ 色 デ ー タ Ｒ Ｇ
Ｂ Ｗ に 変 換 さ れ る 過 程 に つ い て よ り 具 体 的 に 説 明 す る と 、 次 の 通 り で あ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 ま ず 、 デ ー タ 変 換 部 １ １ ０ は 、 図 ６ Ａ に 示 す よ う な 入 力 画 像 の 各 単 位 ピ ク セ ル に 対 応 す
る ３ 色 ソ ー ス デ ー タ Ｒ Ｇ Ｂ を ガ ン マ 補 正 し て １ 次 ３ 色 デ ー タ Ｒ Ｉ 、 Ｇ Ｉ 、 Ｂ Ｉ に 線 形 化 さ
せ 、 各 単 位 ピ ク セ ル の １ 次 ３ 色 デ ー タ Ｒ Ｉ 、 Ｇ Ｉ 、 Ｂ Ｉ の 最 大 階 調 値 Ｍ Ａ Ｘ Ｒ Ｇ Ｂ と 最 小
階 調 値 Ｍ Ｉ Ｎ Ｒ Ｇ Ｂ を 検 出 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 そ し て 、 デ ー タ 変 換 部 １ １ ０ は 、 最 大 階 調 値 Ｍ Ａ Ｘ Ｒ Ｇ Ｂ と 最 小 階 調 値 Ｍ Ｉ Ｎ Ｒ Ｇ Ｂ の
階 調 差 Ｍ Ａ Ｘ Ｒ Ｇ Ｂ － Ｍ Ｉ Ｎ Ｒ Ｇ Ｂ を 用 い て 、 図 ６ Ｂ に 示 す よ う に 、 階 調 差 別 ピ ク セ ル 数
を 計 数 し 、 階 調 差 別 ヒ ス ト グ ラ ム Ｈ ｉ ｓ ｔ _ｓ を 求 め る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 続 い て 、 デ ー タ 変 換 部 １ １ ０ は 、 階 調 差 別 ヒ ス ト グ ラ ム を 階 調 差 別 に 累 積 し て 、 図 ６ Ｃ
に 示 す よ う な 階 調 差 別 累 積 ヒ ス ト グ ラ ム Ｈ ｉ ｓ ｔ _ｃ を 求 め る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 そ の 後 、 デ ー タ 変 換 部 １ １ ０ は 、 階 調 差 別 累 積 ヒ ス ト グ ラ ム Ｈ ｉ ｓ ｔ _ｃ に お い て 使 用
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者 か ら 入 力 さ れ る 階 調 飽 和 設 定 値 Ｍ を 超 過 す る 時 点 の 階 調 差 別 累 積 ヒ ス ト グ ラ ム 段 階 Ｎ を
用 い て 、 上 記 の 数 学 式 ２ に よ っ て ゲ イ ン 値 ｋ を 抽 出 す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 続 い て 、 デ ー タ 変 換 部 １ １ ０ は 、 抽 出 さ れ た ゲ イ ン 値 ｋ 、 １ 次 ３ 色 デ ー タ Ｒ Ｉ 、 Ｇ Ｉ 、
Ｂ Ｉ 及 び 最 小 階 調 値 Ｍ Ｉ Ｎ Ｒ Ｇ Ｂ を 用 い る 上 記 の 数 学 式 ３ 及 び ４ に よ っ て ４ 色 変 換 デ ー タ
Ｒ ｂ 、 Ｇ ｂ 、 Ｂ ｂ 、 Ｗ ｂ を 生 成 し 、 生 成 さ れ た ４ 色 変 換 デ ー タ Ｒ ｂ 、 Ｇ ｂ 、 Ｂ ｂ 、 Ｗ ｂ を
ガ ン マ 補 正 し て 最 終 ４ 色 デ ー タ Ｒ Ｇ Ｂ Ｗ を 生 成 す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 上 述 し た 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 装 置 及 び 駆 動 方 法 は 、 使 用 者 に よ っ
て 設 定 さ れ る 階 調 飽 和 設 定 値 Ｍ に よ っ て 、 画 像 に お い て あ る 程 度 の ピ ク セ ル に 対 し て 階 調
飽 和 さ せ る か が 分 か る た め 、 人 が 視 感 的 に 認 知 で き る レ ベ ル 以 下 に 階 調 飽 和 を 発 生 さ せ な
が ら Ｒ Ｇ Ｂ Ｗ の サ ブ ピ ク セ ル を 有 す る 液 晶 パ ネ ル １ ０ ２ の 輝 度 を 明 る く 維 持 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 す な わ ち 、 液 晶 パ ネ ル １ ０ ２ 上 の 表 示 さ れ る 画 像 の 小 さ い 領 域 で 階 調 飽 和 が 発 生 し て も
視 感 的 に 認 知 し 難 い の で 、 一 定 部 分 の 階 調 損 失 を 勘 案 す る に し て も 、 高 い ゲ イ ン 値 ｋ を 設
定 す る こ と が 輝 度 及 び 画 質 向 上 の 面 で よ り 有 利 と な る 。 例 え ば 、 階 調 飽 和 設 定 値 Ｍ を １ ０
０ ０ ０ 個 と 設 定 す る 場 合 、 １ ３ ６ ６ × ７ ６ ８ の 解 像 度 を 有 す る 液 晶 パ ネ ル １ ０ ２ 上 で １ ０
０ ０ ０ 個 の ピ ク セ ル は ０ ． ９ ５ ％ の 面 積 に 該 当 す る の で 、 視 感 的 に 画 質 低 下 に 影 響 を 及 ぼ
さ な い 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 一 方 、 以 上 説 明 し て き た 本 発 明 は 、 上 述 し た 実 施 例 及 び 添 付 の 図 面 に 限 定 さ れ る も の で
は な く 、 本 発 明 の 技 術 的 思 想 を 逸 脱 し な い 範 囲 内 で 種 々 の 置 換 、 変 形 及 び 変 更 が 可 能 で あ
る と い う こ と は 、 本 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 に お け る 通 常 の 知 識 を 持 つ 者 に と っ て 明 白 で あ
る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ７ 】
【 図 １ 】 関 連 技 術 に よ る Ｒ Ｇ Ｂ Ｗ 類 型 の 表 示 装 置 で 具 現 可 能 な 色 領 域 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 装 置 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ に 示 す 本 発 明 の 実 施 例 に よ る デ ー タ 変 換 部 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ に 示 す ヒ ス ト グ ラ ム 生 成 部 を 概 略 的 に 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ３ に 示 す Ｒ Ｇ Ｂ Ｗ 生 成 部 を 概 略 的 に 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ６ Ａ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ る デ ー タ 変 換 部 に よ っ て ３ 色 デ ー タ が ４ 色 デ ー タ に 変 換 さ
れ る 過 程 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ Ｂ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ る デ ー タ 変 換 部 に よ っ て ３ 色 デ ー タ が ４ 色 デ ー タ に 変 換 さ
れ る 過 程 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ Ｃ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ る デ ー タ 変 換 部 に よ っ て ３ 色 デ ー タ が ４ 色 デ ー タ に 変 換 さ
れ る 過 程 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 １ ０ ２ 　 　 液 晶 パ ネ ル
　 １ ０ ４ 　 　 デ ー タ ド ラ イ バ
　 １ ０ ６ 　 　 ゲ ー ト ド ラ イ バ
　 １ ０ ８ 　 　 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ
　 １ １ ０ 　 　 デ ー タ 変 換 部
　 ２ ０ ０ 　 　 第 １ ガ ン マ 補 正 部
　 ２ １ ０ 　 　 階 調 検 出 部
　 ２ ２ ０ 　 　 ヒ ス ト グ ラ ム 生 成 部
　 ２ ２ ２ 　 　 第 １ 減 算 部
　 ２ ２ ４ 　 　 ヒ ス ト グ ラ ム 算 出 部
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　 ２ ２ ６ 　 　 ヒ ス ト グ ラ ム 累 積 部
　 ２ ３ ０ 　 　 ゲ イ ン 値 抽 出 部
　 ２ ４ ０ 　 　 Ｒ Ｇ Ｂ Ｗ 生 成 部
　 ２ ４ ２ 　 　 第 ２ 減 算 部
　 ２ ４ ４ 　 　 乗 算 部
　 ２ ５ ０ 　 　 第 ２ ガ ン マ 補 正 部

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ Ａ 】

【 図 ６ Ｂ 】

【 図 ６ Ｃ 】
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种用于驱动液晶显示装置的装置和方法，其使
RGBW型显示装置上的图像的灰度损失最小化，以提高亮度和图像质
量。ŽSOLUTION：用于驱动液晶装置的装置包括：液晶面板，包括由4
色子像素组成的多个单位像素;数据驱动器，用于将视频数据信号传输到
各个子像素;栅极驱动器，用于将扫描脉冲发送到子像素;数据转换器，使
用输入的3色源数据的灰度差生成直方图，根据从直方图提取的增益值将
3色源数据转换为4色数据，并输出4色数据;和时序控制器，用于将从数
据转换器接收的4色数据发送到数据驱动器，并控制栅极驱动器和数据驱
动器。Ž
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